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Fea tu re

税理士 松尾より年始のご挨拶

【企画】 ◆絵心ある・ない職員の「馬」を集めました◆
今年は午年！縁起の良い馬にあやかって
幸運を呼び込みたい！

に向け、早めのご準備を



Feature

馬は昔から「幸運の象徴」として世界中の人々に愛されてきまし
た。跳ね馬や白馬、馬蹄などのモチーフは、馬の力強さや神聖さを
感じさせる縁起物として今日でも親しまれています。
2026年は丙午（ひのえうま）という干支が巡ってくる、60年に

一度の特別な年。炎のような情熱と勢いのある年となるといわれて
います。
馬の縁起にあやかって運気の波に乗っていきたい!というわけで、

絵心のある職員も、そうでない職員も…馬を描きました!
縁起物とともにお楽しみください♪ ホースと共にあらんことを

(May the HORCE be with you
from“STAR WARS”)

縁起の良い馬にあやかって を呼び込みたい！ 

E.H

左馬（ひだりうま）…「馬」の字を左右反転させた鏡文字
1.「うま」を逆から読むと「まう（舞う）」を連想させおめでたいことに通じる
2. 馬は人が引くのが普通だが、逆さにすることで馬が人を引き寄せ、

商売繁盛や客寄せにつながる
3.「馬」の下部が財布の巾着に似てお金が逃げないこと
4. 馬は左から乗るとつまずかないと言われており、人生でつまずかない（厄を避ける）
・・・などのことから、商売繁盛・千客万来・招福の縁起物とされています。
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ユニコーン
純粋さ、希望、力、守護、
癒しの象徴とされ、幸運を
呼び込む縁起の良い存在です。

※お手本ナシの
ぶっつけ本番で
職員がチャレンジ!
個性的な馬が盛りだ
くさんとなったため、
画家については
イニシャルで表示し
ています。
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馬蹄
U字型が「幸運を受け止める」とされ、

素材の鉄は「邪気を払う」と信じられて
きたことから、魔除けやラッキーアイテ
ムとして使われるようになりました。

Feature

何事も
うまく(馬 9)いく年に

なりますように！
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午年の勢いに乗り、実り
多き一年になりますよう、
あおばは本年も皆様と
伴走して参ります。
2026年もどうぞよろしく
お願いいたします。
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物価高対策は政府の仕事？
明けましておめでとうございます。

学生のころから司馬遼太郎さんや村上龍さんの小説を少しずつ読ませていただいているところ
ですが、小説よりもう少しフランクな形で書かれたエッセーもまた大好きです。

年末にかけて、アベノミクスが始まった2013年ころに村上龍さんが書かれたエッセーに触れる
ことがありました。
そこでは、アベノミクスがこの先どうなるのか誰にも分からないが、もしこれで景気が回復した

場合、民間企業と国民の、政府への「依存」が定着し増大しているように思う、と書かれています。

大企業においては、いわゆる団塊ジュニア世代があと何年かで定年を迎えるのを機に、その次
の就職氷河期世代はそもそも少なく、そうなると最近採用をした若手が主役となる時代がまもな
く訪れる、といった魂胆のもと、初任給をいびつな形で引き上げ、転職エージェントに多額の報
酬を支払い人材の囲い込みをしているのがここ数年の動きではないかと思います。

その中で中小企業が人材を採用・確保していくのは並大抵のことではなく、賃上げは企業努力
として当然になすべきことを実行するものの、同時に、生活コストを低下させるためのスピー
ディーな政策はないものか、と常々感じていたところ、冒頭の村上龍さんの言葉に触れ、依存心
が生じていた自分に気づかされたところです。
人を育てようとする前にまずは自分自身を育てなければならないな、と思った次第で、お金で

は絶対に買えないものである「信頼」を、お客様と、そして社員との間で育むために何をなすべ
きかを問い続けたいと思います。

高市政権が発足して3カ月ほどになるのでしょうか。
雰囲気が変わったという好感がまだ世間を包み込んでいるように思います。
しかし昨年末の税制改正大綱や予算案を見るに、そこかしこに配慮は見られるものの、議員定

数、社会保障費の増大、国債金利の上昇（国債価格の下落）など根本的な部分に対してはこれか
ら会議を経て対処しますね、とうかがえます。

個人的には10年続けたメールマガジンの定期配信を停止した昨年。
情報発信の不足に関してのお声も頂戴しているところです。
新年を迎え、様々なことに依存ではなく期待をしつつも、個人として組織として自力を磨いて
参りますので、本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
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